
No 分類 指針
チェック方法

Yes="1" No="0"
愛
工
大

愛
淑
大

愛
大

岐
阜
医
療
大

三
重
中
京

中
部
大

朝
日
大

同
朋
大

豊
工
大

名
外
大

【Ａ】
Yes
の
数

Ａ
／
Ｃ

【Ｂ】
No
の
数

Ｂ
／
Ｃ

回
答
無
し

【Ｃ】
回
答
数

1 構成

＜図書館資料＞図書館が所蔵す
る資料について，検索ツール，オ
ンラインで利用できる一次情報，
コレクション案内などを提供す

図書館資料に関する項
目があるか？

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 100% 0 0% 0 10

6 内容
大学のトップページへリンクさせ
る。

大学トップページへのリ
ンクがあるか？

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 100% 0 0% 0 10

9 内容
学内の他の図書館（室）へリンク
させる。

分館のウェブサイトがあ
る場合は、リンクされて
いるか？

－ － － － － - 1 - - - 1 100% 0 0% 9 1

12 内容 カレンダーを表示する。
カレンダーまたはカレン
ダーへのリンクがある

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 100% 0 0% 0 10

2 構成

＜利用案内＞来館して利用する
人のため，図書館の利用やアク
セスの方法についてわかりやすく
案内する。

利用案内があるか？ 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 9 90% 1 10% 0 10

3 構成
＜サービス一覧＞図書館の窓口
で行っているサービスを案内し，
ウェブページ上でも依頼を受け付

図書館で実施している
サービスの紹介がある
か？

1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 9 90% 1 10% 0 10

5 内容
＜ニュース＞図書館サービスの
変更・追加など，速報性の求めら
れる情報を提供する。

速報性の求められる情
報があるか？

1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 9 90% 1 10% 0 10

10 内容

＜リンク集＞学外の図書館，他
の大学や関連機関，各種情報源
へのリンクを示して，ウェブサイト
の利用価値を高める。

関連機関，各種情報源
へのリンク集があるか？

1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 9 90% 1 10% 0 10

11 内容
所蔵状況を迅速に調べられるよ
う，トップページ上にOPAC検索窓
などを用意する。

OPACの検索窓または
独立したOPACへのリン
クがあるか？

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 90% 1 10% 0 10

16
表示・
レイア
ウト

学外から利用できないデータベー
スなど，利用に制限のあるコンテ
ンツはその旨明示する。

有料データベースの制
限が明示してあるか？
（トップページではな

1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 8 80% 2 20% 0 10

15
表示・
レイア
ウト

トップページのコンテンツを適当
な数の大項目に分類し，下位に
分類される項目は大項目のもと
に明示する。

下位に分類された項目
も表示しているか？

1 1 1 0 1 1 0 0 1 1 7 70% 3 30% 0 10

7 内容
サイト内検索ボックスとサイトマッ
プを設置する。

サイト検索またはサイト
マップがあるか？

1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 6 60% 4 40% 0 10

8 内容 著作権関連情報を表示する。
ウェブサイト利用時の条
件，または管理者への
問い合わせ先がある

1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 5 50% 5 50% 0 10

4 構成
＜図書館紹介＞図書館の概要
や利用統計などを公開し，活動
内容をアピールする。

図書館の紹介がある
か？

0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 3 30% 7 70% 0 10

13 内容
大学の情報システム部署へリン
クさせる。

ネットワークトラブル時の
問い合わせ先がある

1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 3 30% 7 70% 0 10

14 内容 英語ページを用意する。 英語ページがあるか？ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 20% 8 80% 0 10
12 13 13 4 10 13 10 10 14 11 110 73% 41 27% 9 151

※調査日：2008年10月
【参考】合計

■評価項目：次のサイトで公開されている評価項目を利用
長谷川豊祐ほか. 大学図書館トップページのガイドライン(第1.2版). 上田修一ホームページ(オンライン)
http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/univlibguide/toppageguideline.html (参照日：2008.11.21）

■評価の目的：図書館ウェブサイトに必要なコンテンツの有無をチェックする

2008年度図書館サービス・システム委員会実務担当者研修会【ワーキングＢ】　図書館ウェブサイト評価結果２（項目達成度順）


